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1 はじめに

自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorders,

以下 ASD）とは、脳の機能障害が主たる原因となっ

て起こる神経発達症である [1]。ASDの代表的な特徴

としては、社会的コミュニケーション領域における認

知、行動面に独特な点が生じることである。我々は、

観測が可能である点から、認知・行動に着目した社会

的コミュニケーションの評価方法、支援方法の研究を

進めている。

これまでに、社会的コミュニケーションを苦手とし

ている人は、物・機械など非社会的な事柄への興味が

高く、理解能力が優れていることが、明らかとなって

いる [3]。この特性を活用し、コンピュータエージェ

ントやバーチャルリアリティにより、不安の少ない社

会状況の機会を提供する研究が存在する [6, 5, 11, 8]。

我々は、これらの研究を発展し、医療識者が行うソー

シャルスキルトレーニング（SST） [2]を自動化する

試みを進めている。

本稿では、医療識者が行う SSTの説明とその自動

化、人に話を伝えるスキル・人の話を聞くスキルをSST

の課題とした研究について報告する。

2 SSTの説明と自動化

2.1 医療識者が行う SST

SSTとは心理社会的療法であり、ロバート・リバー

マンによって提案され、現在までに確立された手法で

ある。その訓練効果に関しては、レビュー報告がなさ

れている [9, 13]。SSTには幾つかの拡張、発展がある

が、基本的なパッケージとしてベラック方式（ステッ

プ方式）が用いられている [2]。これは、課題のスキル

設定、モデリング、ロールプレイ、フィードバック、正

の強化、宿題、を含んでいる。この流れにより、安心し

た環境の中で社会的コミュニケーションのコツ（ルー

ル）を獲得、自己効力感を向上、日常生活など実環境

へ汎化、することを目指す。

2.1.1 課題スキルの設定

ベラック方式は、社会的コミュニケーションにおけ

る基本的な 4つのスキルとして、うれしい気持ちを伝

える、相手の言う事に耳を傾ける、不快な気持ちを伝

える、頼み事をする、を提案している [2]。その他の

スキルとしては、例えば、質問をして会話を続ける、

ほめる、などがある。

2.1.2 ロールプレイとフィードバック

SSTは、参加者のロールプレイ、および医療識者の

フィードバック、を通してスキルのコツを獲得してい

く。医療識者がロールプレイ中のどの項目を見るか、

フィードバックとして伝えるかに関しては、経験的も

しくは医学・心理学的根拠に基づいて決定される [12]。

フィードバックする項目は少ない方が、人間の認知負

荷を軽減するという研究 [7]もあるため、項目が多く

なり過ぎないよう、直感的にもわかりやすいよう、注

意をする必要がある。

2.2 SSTの自動化

我々は、社会的コミュニケーションが困難である児・

成人を対象に「自動 SST」1と題して、SSTの過程の一

1iPad 用アプリ名：自動 SST
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図 1: コンピュータエージェントによる自動 SST

部を人間とコンピュータエージェントの対話によって

自動化する研究を提案した。これは全体的に SSTの

枠組みに従っているという点が、これまでの研究より

発展している点である。自動 SSTにより、どこにい

ても SSTの基本部分を受けることが可能になる。シ

ステムは、音声・言語・画像情報を認識し、ユーザに

即時のフィードバックを行う。システムの設計は、従

来のベラック方式の枠組みに沿っている。図 1、2に

インタラクションの様子およびフィードバックの様子

を示す。

2.3 対話に対する不安度

我々はこれまでに、面識のある人、面識のない人、

エージェントに対して、大学院生 15名が話を伝えて

いる様子を収録した。その後、大学院生に不安度に関

して 7段階尺度で質問し、回答を得た。結果として、

面識のない人に対する対話が有意に不安度が高く、面

識のある人とエージェントでは有意な差はなしとなっ

た [11]。これは、最初の段階としてエージェントによ

る不安が少ない対話支援の可能性を示している。

3 研究1: 話すスキルの訓練

以下の節では、自動 SSTを評価した、2つの研究に

ついて述べる。1つめは、うれしい気持ちを伝えるス

キルについて、自動 SSTの訓練効果があるのかを検

証した。

3.1 方法

10名のASD児・青年（年齢 7-19歳、男性）が本研

究に研究協力者として参加した。初めに、研究協力者

図 2: フィードバックの画面。ユーザの動画（左上）、

正のコメント（左下）、修正のコメント（左下）、重回帰

モデルによる予測値（右上）、モデルとの違い（右下）。

が面識のない大人 1名に向かって話を伝える様子を、

カメラにより撮影した。その後、自動 SSTを使用し、

訓練を進めた。ここで、フィードバック項目は、下を

向く回数、笑顔の回数、難しい語彙、言葉の数、声の

大きさ、とした。最後に、初めと同様に面識のない人

に向かって話を伝える様子を収録した。収録した動画

をランダムに並べ替え、臨床心理士 1名による評価（1

（最も悪い）to 7（最も良い））を付与した。

3.2 結果

話を伝えるスキルに関して、全ての研究験協力者で

事前と事後でスキルが不変 ，もしくは向上している

(不変 2名、向上 8名)ことを確認した（表 1）。事前と

事後の評価値において、対応のある t検定を行うと、

p=0.002で有意となった。

4 研究2: 聞くスキルの分析

試みの 2つめとして、相手の言う事に話に耳を傾け

るにはどの特徴項目が重要で、自動フィードバックに

繋げることができるのか、について分析を行った [10]。

4.1 方法

27名の大学院生 (女性 6名、男性 21名、年齢平均

25.1歳)が研究協力者として参加した。コンピュータ

エージェントが話している際の、研究協力者の聞いて

いる様子を収録した。ここでは 2種類の話のシナリオ
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表 1: 各研究協力者における訓練の事前事後の評価値
ID 年齢 事前 事後 事後 - 事前

1 7 1 4 3

2 7 3 5 2

3 9 1 5 4

4 11 5 6 1

5 12 4 6 2

6 12 6 6 0

7 12 6 6 0

8 13 4 6 2

9 16 5 6 1

10 19 4 5 1

0-0.03

-0.05

-0.11

0.15

-0.16

0.18

0.23

-0.28

-0.3

0.3

0.31-0.46

-0.47

-0.5

SRS

Ext

Ag.

Cn.

Nrt

Opn

図 3: SRS と個性の関係（各ノードは、SRS: 対人応

答性尺度、Ext: 外向性、Ag.: 協調性、Cn.: 真面目

さ、Nrt: 精神的安定性、Opn: 開放性）

を用意している。Listening 1: ストーリーテリング、

Listening 2: 就労訓練を想定した電話のかけ方、収録

した動画に対して、臨床心理士 2名による動画評価を

行なった（1（最も悪い）to 7（最も良い））。

ELANによる動画のアノテーションから特徴量（頷

き、相槌、エージェント発話中の相槌、発話外の相槌、

質問、繰り返し発話、その他、など）を抽出した。ま

た眼球運動計測装置により研究協力者の注視領域（顔、

目、口、など）を抽出した。また対人応答性尺度（SRS、

高い値は自閉的傾向が高い）と Ten Item Personality

Inventory (TIPI、個性) [4]も取得した。SRSと個性

の関係性は図 3に示している。SRSと外向性に弱い相

関（相関係数: -0.5）があることがわかる。

臨床心理士の評価を正解値とし、相関分析、赤池情

表 2: 5つの関係する特徴: 括弧はスピアマンの相関

係数を示す (**: p < 0.01, *: p < 0.05, †: p < 0.10)

順位 Listening 1 Listening 2

1 頷き (0.51**) 相槌 (0.55**)

2 質問 (0.42*) 発話中の相槌 (0.48*)

3 発話中の相槌 (0.36†) 頷き (0.42*)

4 繰り返し発話 (0.25) 発話外の相槌 (0.25)

5 その他 (0.22) 繰り返し発話 (0.23)

表 3: 聞くスキルの重回帰分析結果 (**: p < 0.01)

相関係数 二乗平均平方根誤差

Listening 1 0.504** 1.52

Listening 2 0.511** 1.26

報量基準による特徴選択および、重線形回帰モデルを

構築し、その性能を 1名抜き交差検証により評価した。

4.2 結果

表 2では、話を聞くスキルにとって頷きの回数およ

び相槌の回数が重要であることを確認した。特にエー

ジェントの発話中の相槌が重要であることがわかった。

これは、Listening 1でも 3番目に重要な特徴となって

いる。表 3では、重線形回帰モデルによる予測値と正

解値において、ピアソンの相関係数が 0.50 (p<0.01)

であることを示した。これは、先行研究 [11]のスキル

自動評価と比較しても、同程度の予測性能である。

5 全体のまとめ

我々は SSTを自動化する研究を進めており、話を伝

えるスキルにおいて ASD児・青年での社会的コミュ

ニケーション支援の有効性を示した。また、話を聞く

スキルに関しても調査を進め、エージェントの話に耳

を傾けることから、スキルの自動評価の可能性を示し

た。今後は、人間の SSTのデータ収集およびそのモ

デル化、ランダム化比較試験による脳計測も含めた効

果測定、を実施していく予定である。
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